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穫、ノ、二／ブシヤー種、中ヨークシャー種Kつい   

て調査研究した。  

¢）試験期間・   

昭和45年4月よ少、昭和4d年5月末まて  

の一年間に分娩した稚塵豚について行な？た。  

6）分娩管理の方法   

分娩前1ロ日前後に、－母豚を分娩豚舎に収容  

し、分娩1－26前に縦型分娩柵を設置し、看  

積もしくは放任分娩を行なった。  

1．目的  

繁殖贋の多頭飼育経営を行夜うために必要充分   

娩管理の省力化の一つである分娩冊利用による子  

棚耗防止効果につ小て第1報で述べたが、更に   

省力化を進めるために無看準による禎矧てついて  

棉分娩との比較を調磨する目的をもって、本試   

験を実施した。   

2．試験材料封よび方法  

〔）供試豚  

当場繁華の大ヨークシャー種、‾ランドレース  

5．分娩冊使用の看護豚、無脅謹豚の圧死調査成頗○   

表－1 看護区、無看護区の成領  

看 湾  区  無  青  草  区   

供試豚  品種                   調査  ハンブ  中 シ′ヤー   シヤー   シヤー  レ′一項   ヨーク  大ヨーク  ランドl口計  

ノシブ  中ヨ「ク  大ヨーク  ランド  』計   
う′ヤ岬  シヤー  シ′ヤー  レ」Jス  

供試腹 教   1庚   5   5腹  1～〉腹  50煤   1頗  9腹  ．l4汲   

哺育開始頭数   9頭   58‾  44頭  1旺）頭  271革   d頭  59  85頭  128頭   

一腹平均頭数   9   7d〝  旦8〝   R5〝  95〝   d〝  98〝  鼠2〝   91′   

‘  
圧 死頭 取   1′   1〝   Aカ   0  0   5〝   5〝   

圧  死  率  11．1％   2ム○  25％  0．d明  1．5％   0  0   8．5％  25％   
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表－2  品種別生後日今にエる圧死数  

看 護 区  無 看 護 区  

】  
1′｝7日  8～14  15・－21  ロ 計   1・－7日  14  15－21  合計   

中ヨークシャー   1頭  1頭  

大ヨ・－クツヤー  1頭  1〝  

ラン ドレー．ス   1帝  1〝   1頭   1頭   1頭  5頭   

1〝  ノ、：／ブシ■ヤー  1頭  

衷－5  生後日令忙よる圧死率  

者讃区  無 看 護 区  

1～ 7  吉十   1・－ 7   8－14   計   

0   4  日令別圧死数   5   5   

日今別圧死率   75％   25％   ロ   100％   55」5％  55．5％   55．5％   999％   

表－4  死産発生率の比較  

寿  都  区  無 看  護 区  

ハンプ  中ヨトーク  ち仁一ク  ランド  合 計  ノヽンフ  中ヨ「ク  －ク  ランド  合 計  
－．   シ′ヤー・   シヤー   l／－・ス  シ’ヤー   シ′ヤー   シヤー  ・l／一－．ス   

分  娩  数   12頸   47頭  74頭  2D7頭   コl；」…   d頭  44頭  1ロ7頭   157頭   

死産発生数   0   7   ‘   20   55   0   2   22   24   

死産発生率   D   14．9   81   父7   97   0  5．5   20．d   15．5   
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色）無者感分娩で窯凛な聞蔑点となる死産の発   

生数は、表4に示すとお少、無看護区把多レカ；、   

これはたまたま、日中に分娩したランドレー   

ス種に、胎内で死亡していた。新生児が一腹   

で8頭発生したために高率となったものであ少、  

一般的愈傾向としては認められない。   

5．要約  

分娩管理の省力化を更忙進めて、新生子豚の損   

耗防止を計少、多扉管理を要易にするために必要   

な 分娩柵使用にエる看護分娩の実用性を検討し   

たところ、無宕惑区の圧死寒がやゝ高かったが、  

昨年実施した分娩珊使用者謹区の5．17％に比べ  

ると低く、乗用性が舌忍められた。  

4．考察  

（1）圧死発生率は、乗－1忙示ナとお少看護区   

の圧死翠1．5％に比較し、無看護区の2．5％と、   

無看護区が多くをっているが、弟1報の 分娩  

柵使用意護区ゐ5．17％ 珊を使用せず托看護  

分娩を行売っていた場合の4．57％と比べて、   

無看護分娩も良く 看護分娩ととも忙前年衣よ  

りも良好な結果を得た。  

な）生後日今による圧死数とその発生率は乗2  

およぴ5に示すとお少であ少、分娩柵を使用し  

ている7日間に発生した圧死は看護区が多く、  

無乗覆搾よる圧死数の増加は認められをかった○  

また第1報と比較した場合の日合別便死率は奇  

襲分娩区に封いて、同じ傾向を示してぃる0  
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